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Ⅰ 緒言および研究目的 

学校教育は、その対象（あるいは主体）である児童生徒の成長・発達の様相、そして同時代にお

ける教育行政の要請に応じてその内容を規定している。そしてそれは、いくつかの“まとまり”を

形成するとともに、境界が存在している。すなわち学校種である。周知の通り、現在この学校種に

は、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、高等専門学校、大学といった種別があるが、これら学校

種の「接続」に関する論議は、教育研究において古くて新しい命題ともなっている。例えば、「幼小

連携」、「小中一貫」、「中高一貫」、「高大連携」といったキーワードは、そのまま現代の教育課題を

表していることからもわかるように、学校種間を接続するカリキュラムのあり方を究明することは、

教育研究に課せられた急務であると言えよう。1)とりわけ学習指導要領の改訂に伴い、小学校３年

生以上の授業時数が削減された図画工作科および美術科にとって、それは教科のディシプリンを維

持することと同義であるとも言えるのである。 

本研究では、図画工作科および美術科教育における学校種間の接続、すなわち「幼稚園から小学

校」、「小学校から中学校」、「中学校から高等学校」への接続に着目し、そこに存在する現状問題を

明らかにしたうえで、その克服を検討する題材（以下、「学校種間接続題材」と呼ぶ）を開発する。

そして教育現場において実践し省察することを通して、学校種間を接続するカリキュラムのあり方

に対する示唆を得ることを目指す。 

 

 

 

 

 

*1 教育学研究科  *2 教育学研究科  *3 教育学研究科  *4 美術教育講座 
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Ⅱ 問題の所在 

１．学校種間接続の現状の概観 

（１）東京都品川区の小中一貫教育 

品川区は平成14年度に文部科学省の小中連携カリキュラム研究開発校の指定を受け、翌15年度

には政府の提唱する構造改革特区の小中一貫教育特区に認定された。その研究を受けて、平成18

年度には区内の小中学校で小中一貫教育を進め、大崎地区に小中一貫校である日野学園を開校し、

翌19年度には大井地区に伊藤学園を開校している。同区ではこのように、全国に先駆けて公立学

校における一貫教育を推し進めてきた。ちなみに同区の教育課程では、小学校の６年間と中学校

の３年間を第１学年から第９学年としたうえで、「４－３－２年」という、いわば小・中学校の学

校種を再構成したまとまりを設けている。 

同区は他にも、「学校選択制」や「外部評価者制度」の導入などにいち早く着手しているが、同

区教育委員会教育長である若月秀夫は、これら「教育改革」とも言える一連の取り組みは、「「手

段」であり、「目的」ではない」と述べている。2)つまり現象に対する単なる対処療法ではなく、

その先にある目的に向けた計画的な取り組みであるとしているのである。ではその目的と手段と

は何か、若月は次のように述べる。「これまで変われないでいた学校の体質の転換、教員の意識改

革を実現することが目的であり、学校経営の在り方そのものを見直すための手段なのです。」3)こ

こにある「学校の体質」「教員の意識」「学校経営の在り方」に対する彼の目的観は、同区が実践

する「手段」と対になるように示されている評価制度の存在からうかがい知ることができる。教

育課程に関しても、その編成に対するアカウンタビリティを果たすために外部評価者制度を活用

するとし、また区独自の学力定着度調査を実施することにより、教育課程実施の成果を具体的な

数値で示し、世間に対する「今後の指導についての態度表明」を行うこととしている。4) 

実は品川区は、20年近くも前から、小中学校の接続に関する地道な研究に取り組んでいる。昭

和53年度から54年度にかけて、品川区研究学校として荏原第六中学校が中心となり、同校の学区

域にある小山小学校と第二延山小学校とともに、小中学校の関連に立った生活指導を目指した研

究、『自律的な行動を育てる生活指導 ―学級活動を通して自制心を育てる―』に取り組んでいる

のである。同研究では小中学校協同の研究組織が組まれ、双方の教員の共通理解が原則となって

研究が進められた。そして研究学校に在籍する小中学生、その保護者に対する精緻な調査研究、

実践を通した情報交換が重ねられて、小中学校共通の生活指導原理の確立が目指された。5)この

ような先行研究のうえに、現在の構造特区の取り組みが成立していることは、あまり知られてい

ない。 

しかしながら、だからこそ現在の品川区の小中一貫教育には、行政主導的な側面を強く感じざ

るを得ない。先述したとおり、本取り組みの発端は、教育行政サイドによる予算配分申請に基づ

くものであり、その研究過程も教育委員会による計画に則って進められた。このことは公教育に

おける研究であるから当然とも言えるが、少なくとも区内の現場教員にとって本研究開発は、外

部からの要請による取り組みであったと言える。品川区は、小中一貫教育の基準として、『品川区

小中一貫教育要領』を出版している。6)本書は、文部科学省の学習指導要領をベースに編纂した

ものであり、その内容を概観すると、英語科、市民科の新設、ステップアップ学習の導入の他は、

現行の小中学校学習指導要領の小学校第５・６学年と中学校第１学年における目標と内容を折衷
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したものであることがわかる。実際に、既存の教科においては、学習指導要領に変更を加えた箇

所を赤字で示すだけの記述であり、事務処理的な印象は否めない。このように、品川区の一貫教

育に関する資料からは、現場教員の「声」が聞き取りづらい。 

ただしもちろん、行政主導であるとは言え、若月が言うように「変わらなければという認識は

あっても変われないでいる」学校の状況を打破し、従前の教育課程からの転換を図ろうとする試

みは、今後の教育行政のあり方に多くの示唆を含んではいる。7) 

（２）東京学芸大学附属竹早幼稚園・小学校・中学校における幼小中連携教育の研究 

当学校園（以下、竹早地区学校園）は、東京都文京区の同一敷地内に隣接して位置する特色を

もち、かねてから相互にごく自然な交流をもってきたが、平成２年度より３ヵ年、文部省の委嘱

研究として「幼稚園及び小学校において幼児・児童の心身発達に対応して、幼稚園及び小学校の

教育の連携を図る教育課程の開発」をきっかけに連携研究に取り組むようになった。この研究は、

「小学校低学年の子どもに多く見られる学習ストレスの生起は、幼稚園と小学校との教育課程の

間にある必要以上の段差に深く関わっているのではないか」という問題意識に基づくものであり、

小学校低学年の教育課程を「総合活動」で覆う、というものであった。8)さらに「総合的な学習

の時間」の実施に先駆けて、平成８年度からは、中学年以上においても「総合活動」を位置づけ、

平成12年度からは、既存の教科内容領域にとらわれない「子どもにとって意味のある」活動によ

るカリキュラム構成へと視点を移していった。9)中学校との連携については、もともと連絡進学

制度に基づく生徒指導上の連携が緊密であったが、平成14年度より外部から委嘱を受けずに教育

課程開発研究に取り組んでいる。10) 

以上の経緯にある竹早地区学校園では、当初からその研究対象は一貫教育ではなく連携教育に

あった。一貫教育では単一の学校における一体的なカリキュラムによる教育が目指されるため、

そこでは日々の実践というミクロの視点よりも、品川区の小中一貫教育のように運営的なマクロ

な視点が強調される傾向にあると考えたからである。それに対して連携教育では、既存の学校同

士が教育課程の編成や教員・児童生徒間の交流等の面で連携を深めることを目指すので、教育現

場で日々実践している現状（授業の様子、児童生徒の様子）から問題解決的に学校種間の接続を

図っていくことができる。現在、竹早地区学校園で学校種を超えて共有できていることは、次の

二つである。「具体的な活動・授業場面を通して、授業観を共有しつつあること」、「竹早地区11

年間にわたり、子どもたちが主体性を発揮する姿のステージとステップを明らかにしたこと」で

ある。11)ここからわかるように、「授業観」という教育実践に関する見方、考え方、そして「子ど

もが主体性を発揮する姿」という具体的な教育場面のイメージといった臨床的な視野の共有から、

連携カリキュラムを構想しようとしているのである。 

 

２．現状概観からの考察 

（１）カリキュラム研究における二元性 

これまで、品川区と竹早地区学校園における学校種間接続に関する研究を概観した。これらの

研究を比較すると、その取り組みの方向性において、カリキュラム研究に存在する二元性が浮か

び上がってくる。すなわち教育行政が主体となってカリキュラムを開発し、教育実践に適用する

という「トップ・ダウン」型の方向性と、教育実践の現場における問題の所在と子どもの成長・

発達の様相から、実証的にカリキュラムを構築していくという「ボトム・アップ」型の方向性で
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ある。なお、後者の方向性を支持する論考を強化しておくならば、小林宏己による次の論述を挙

げたい。12) 

「私たちは次の世代を担う子どもたちをどのように育てていくのか。学びあい育ちゆく子ども

の姿を想定して、その具現化を図るための方途を明らかにすることが課題である。…(中略)…ま

ずは、幼稚園・保育所、小学校・中学校の各教師間で、対話と交流に努め、子どもを中心におい

た教育活動について継続的な情報交換と研究協議を進めたい。…(中略)…そうして、これまでに

取り組んできた実践内容を見直し、連携のあり方を模索しながら、さらに改善を加えつつ、取り

組めるものから始めてみるのである。当然そうした試行的取り組みの成果は、研究授業・研究協

議の検討を経て、連携・一貫に向けたカリキュラムの共同作成へと結実していくに違いない。」 

この「ボトム・アップ」型の研究を行っている竹早地区学校園には、次のような考え方も存在

する。13) 

「子ども自身が課題を発見し、自ら学習の方法を選択し課題を追求していくことを大切に考え

るならば、子どもにとって「自動詞」である、クライム・アップ（climb up）型の教育課程こそ

考えられるべきでしょう。」 

つまり、子ども中心の論理を尊重するならば、カリキュラム研究は必然的に限りなく臨床性を

高めていくのである。 

カリキュラム研究における以上の二元性は、当然カリキュラムそのもののとらえの多義性に起

因していると考えられる 

（２）カリキュラム概念をめぐって14）  

「カリキュラム」と関連して一般的に用いられて

いる用語に「教育課程」がある。この「教育課程」

は、特に「学習指導要領（course of study）」という

国家的基準に基づいて個々の学校が編成する全領域、

全学年分の教育計画、つまり全体計画を指す。それ

をさらに学年、教科等で細かく計画化されたものは

「指導計画」と呼ばれ、いずれの場合も事前の計画という意味合いが強い。しかしながら「教育

課程」という用語は、「指導計画」と同義にされたり、「カリキュラム」の略語として用いられた

りする場合もある。 

一方「カリキュラム（curriculum）」という語は、近年では「教育課程」のような「計画」と

いう意味と同時に、結果としての「学び」の総体、あるいは進行中の学習経験という意味を強調

する使い方もされてきている。15）（図１）しかしながら、そのような「カリキュラム」観は、未

だ先進的な感を否めない。近年になりカリキュラム研究が盛んになる中で、佐藤学はカリキュラ

ムと「経験」のもつ性質を次のように表現している。「計画としてはゆるやかな未完のシナリオの

ような手段であり、むしろ、教師と子どもが教材の価値と意味を発見し合い交流し合う活動の所

産として生成される、創造的な教育的経験の組織」16）ここでは教師が事前に計画したことだけで

はなく、現在学校の中で実際に学ばれていること、つまり子どもと教師の交流の中にある学びの

事実が注視されており、カリキュラムのもつ計画的側面だけでなく形成的側面が強調されている。

同様に松下佳代は、1970年代以降に行われてきた「カリキュラム」概念の再定義をもとに、「カリ

キュラム」を「学習カリキュラム」と「教育カリキュラム」という概念から説明している。17)す

カリキュラム ――― 経験 

 

教育課程 ―――― 指導計画 

｜ 

学習指導要領 

図１ カリキュラムと教育課程 
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なわち、学習者の学習経験の総体である「学習カリキュラム」が、教師の意図的な「教育カリキ

ュラム」に柔軟に取り込まれていくことで「カリキュラム」が完成するという、言わば形成的側

面について論じているのである。 

さらに、このような「カリキュラム」のもつ形成的側面が発揮されるためには、実践者である

教師が自律的にカリキュラムを開発していくことが必要となる。伏木久始は、このことを埼玉県

川口市で試みられた「川口プラン」のカリキュラム開発を対象にした「個々の教師が与えられた

教育内容を無批判に“教える”という水準を越え、自律的にカリキュラムを構成する際に求めら

れる意思決定の内容や方法を、具体的に支援するモデルを構想しようとする」研究に取り組むこ

とで、理論と実践の双方の立場から論じている。18）その研究の終末において伏木は、「カリキュ

ラム研究は、特定の時期に特定の機関によって行われるものであると理解されてはならない。そ

れは教師が日々の授業実践において様々な意思決定を行うための拠り所となるべき研究であり、

普段の実践的研究であると理解されるべきものである。」と提言している。19）つまり、従来のカ

リキュラム研究においては、行政や研究機関によって開発されたカリキュラムが教育現場で実践

化されるという方向性が主流であった。しかし、これからは実践現場でのカリキュラム開発へと

パラダイムの転換が図られるべきだとしているのである。 

以上のようなカリキュラムの解釈をめぐる状況を考えると、従来のカリキュラム研究において

は、研究者によって開発されたカリキュラムが学校現場で実践されるという「レディーメイド・

カリキュラム」の方向性が主流だったと言えよう。しかし、これからは実践・臨床の現場からの

カリキュラム開発、つまり「オーダーメイド・カリキュラム」の方向性へと、パラダイム・シフ

トが図られるべきなのである。 

ここにおいて我々は、先に指摘したカリキュラム研究における二元性との関連を見出すことが

できよう。本研究では、図画工作科および美術科の教育課程を接続する「オーダーメイド・カリ

キュラム」の構想を目指し、教育現場における実践研究から形成的にその方途を拓こうとする「ボ

トム・アップ型」の研究追究を行う。 

 

Ⅲ 研究方法 

１．本研究と本学教育学研究科授業科目「芸術系カリキュラム論演習Ⅱ」との連動 

本研究は、本学研究科の授業科目「芸術系カリキュラム論演習Ⅱ」と連動して取り組まれた。当

授業科目の概要は、表１の通りである。表１の「内容」の「④～⑦：教育要領、学習指導要領分析」、

「⑧・⑨：学校種間にある問題の整理」、「⑩～⑫：学校種間接続題材の開発・実践・省察」、「⑬・

⑭：考察」は、学校種ごとに受講生が分担して追究した。そしてその分担は、そのまま本稿での執

筆分担（[幼稚園－小学校]間の接続期、[小学校－中学校]間の接続期、[中学校－高等学校]間の接

続期）となっている。20)そこで作成されたテキスト類、実践結果のデータ類、協議事項等は、各自

保存・蓄積していき、授業終了時には研究のまとめとしてレポートを課した。 
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表２ 実践研究の方法（［幼-小］［小-中］［中-高］ 

の各接続期） 

（１）接続期における題材開発の根拠 

① 教育要領・学習指導要領 

② 子どもの実態 

③ 題材設定の理由 

（２）題材開発と実践 

（３）実践の省察 

（４）学校種間を接続するカリキュラムのあり方の考察 

表１ 平成18年度 後期 芸術系カリキュラム論演習Ⅱのねらいと内容 

【ねらい】 

学校種間連携が、学校教育における今日的課題として掲げられるようになってから久しい。しか

しながら未だに学校教育現場では、ひとつのまとまった見解として学校種間連携の意義や実践が語

られている訳ではない。本授業では、造形美術教育の立場から学校種を接続する題材を開発、実践、

省察し、ひいては子どもの成長・発達に即した連携・一貫カリキュラムのあり方について考察する。 

【内容】 

① オリエンテーション 

学校種間接続に関する受講者の体験交流 

② 連携・一貫カリキュラムについて(1) 

カリキュラム概念講述・東京都品川区の小中一貫教育の理念と実践紹介 

③ 連携・一貫カリキュラムについて(2) 

東京学芸大学附属竹早幼稚園・小学校・中学校の連携研究紹介 

④ 幼稚園の教育要領分析 

幼稚園教育要領における造形美術表現内容の扱われ方について報告・協議 

⑤ 小学校の学習指導要領分析 

小学校学習指導要領における造形美術表現内容の扱われ方について報告・協議 

⑥ 中学校の学習指導要領分析 

中学校学習指導要領における造形美術表現内容の扱われ方について報告・協議 

⑦ 高等学校の学習指導要領分析 

高等学校学習指導要領における造形美術表現内容の扱われ方について報告・協議 

⑧ 学校種間接続について(1) 

④～⑦の分析による[幼稚園－小学校]間の「接続」における問題の所在の明確化 

⑨ 学校種間接続について(2) 

同[小学校－中学校]間、および[中学校－高等学校]の「接続」における問題の所在の明確化 

⑩ 「学校種間接続題材」の開発 

上記問題克服を検討する題材開発と学習指導案作成（→ ３学期前半に実践） 

⑪・⑫ 「学校種間接続題材」実践報告(1)・(2) 

実践結果の報告、成果と課題の協議 

⑬・⑭ 連携・一貫カリキュラムへの示唆整理(1)・(2) 

実践の成果と課題から導き出される連携・一貫カリキュラムのあり方に関する考察 

⑮ 研究のまとめ 

研究追究のまとめ 

 

２．「学校種間接続題材」の開発・実践・省察から考察へ 

本研究は、学校種間を接続するカリキュラムのあり方を実践的に考察するものである。ここで

はその方法として、［幼稚園－小学校］、［小学校－中学校］、［中学校－高等学校］という学校種間

を接続する題材をそれぞれ開発する。

そしてその題材（学校種間接続題材）

を実際に教育現場において実践し、

その有効性と課題点を検討すること

を通して、各学校種間を接続するカ

リキュラムのあり方について考察す

る。その具体的な手順は表２の通り

である。 
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Ⅳ 実践研究 

１．幼稚園から小学校への接続 

（１）［幼稚園－小学校］の学校種間を接続する題材開発の根拠 

① 小学校図画工作科の学習指導要領分析 

a) 幼稚園教育要領との関連 幼稚園の教育では、健康・人間関係・環境・言葉・表現という

５領域が独立することなく総合的に関わりながら教育環境を形成している。そこでは子ども

の自発性や表現への意欲関心を高めることが重要視され、保育者が指導する場ではなく子ど

もの能動的学習がなされるような環境を設定することが大切にされている。その教育理念は、

小学校の「造形遊び」と通底するものである。 

b)  小学校学習指導要領の特徴 小学校の図画工作科学習指導要領で最も注目すべき点は、評価

の視点が相互作用的に関わりあっていることである。図画工作科における観点別学習状況の評価

規準は、「造形への関心・意欲・態度」、「発想や構想の能力」、「創造的な技能」、「鑑賞の能力」の

４つであり、これらと関連付けられて目標・内容が示されている。このことは、子どもの造形活

動のプロセスには、評価する対象要素が複数存在することを意味している。 

② 子どもの実態 小学校に進学すると、各教科の授業が展開される。その中で図画工作科は造形活

動・表現活動の場となり、指導が行われる。しかし幼稚園や保育園では、そのような教科ごとの指

導は行われていない。様々な刺激や知覚に囲まれた環境で、子どもが能動的に活動を選択し、自ら

意味を発見しつくり出していく。ゆえに小学校に進学した子どもにとってその環境は、幼稚園や保

育園における環境から制限された状況での活動となり、また評価を伴う活動となっている。今回の

授業実践の対象となった１年１組は、本題材の先行題材が近日中に予定されていた展覧会にむけて

のものであったこともあり、制限の強い学習活動を行ってきていた。子どもたちは元気に活動して

いたが、多々ある制限に、思うような活動ができずにいる姿も見られた。 

③ 題材設定の理由 以上のことから、幼稚園と小学校を接続する学習活動のキーワードとして

「環境設定」と「相互作用」を擁し、且つ活動そのものに楽しさや喜びを味わうことができる

題材を考えた。「環境設定」については、聴覚や身体運動にも目を向けた。図画工作科の授業で

は、視覚・触覚に頼ることが多いが、音楽や広い空間という環境を設定した。子どもの表現は、

身体性や周囲の様子、絵の具の手触りや視覚的な印象、紙の肌理等、様々な知覚から導き出さ

れるからである。それらの知覚をつなぐ学習活動としての造形遊びが考えられる。そこで、「広

い空間で音楽を聴きながら、体全体で絵の具を使って大きな紙に、みんなで描く」という授業

を構想した。また、観点別学習状況における評価の観点から表３のように学習活動を捉え、「相

互作用」を目指した。 

表３ 観点別学習状況における評価の観点から捉えた活動 

評価の観点 活動の様子 

造形的な 
関心・意欲・態度 

・道具や手足によって生まれる形や色に興味をもち、試しながら表したい感じ
を表す。 

・友だちの表現を意識しながら、組み合わせる中でよりよい表現をめざして表
すことを楽しむ。 

発想構想の能力 ・道具や手足から生まれる色や形から発想して自分の表したい感じを思いつく。 

創造的な技能 ・色や形の面白さに着目し道具の使い方を工夫しながら表現する。 

鑑賞の能力 ・自分たちの行った表現のよさや面白さを感じる。 
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（２）題材開発と実践 

① 題材名   『えのぐであそぼう』 

② 授業者   石賀直之・山﨑寛子 

③ 対象児童  Ｙ大学附属Ｙ小学校 １年１組42名 

④ 授業実践日 平成19年２月15日（木）第３・４校時 

⑤ 題材目標 

・様々な大きさの筆や刷毛、ローラーなどの特徴を生かしながら工夫し、また体全体も使

って、いろいろなペインティングをおこなう表現を通して色や形について関心を持ち自

分らしさを追求していく。 

・協同して取り組むことを通して、互いの表現のよさや協同する楽しさを感じ、コミュニ

ケーション力を育てる。 

⑥ 必要な材料・用具 

（教師）水性絵の具（赤・青・黄・白）・筆・羅紗紙・ローラー・スポンジ・トレー・ 

洗面器・水バケツ・ビニールシート・雑巾・電子オルガン 

（児童）汚れてもよい服 

⑦ 学習の展開 

 児童の活動 授業者の動き 

10 

分 
 

 

 

 

 

子どもの発言 

「手で描く」「足で描く」 

・授業者・協力者の紹介を行う。 

 

 

 

 

・発言を受けて実際にやってみる。 

・子どもの発表内容を実践する。その際、授業者の

動きに合わせてピアノ演奏を行う。 

40 

分 
 

 

・手や足を使って描く。 

・筆やローラー等の道具を使って

描く。 

・動き回る。 

・その場に座り込んで描く。 

・紙がぐちゃぐちゃになるまで絵

の具をのせる。 

 

 

・ピアノ演奏は子どもの様子を見て、自然な感じで

始める。 

 

 

・子どもの活動を認め、強化する。 

・絵の具や道具が足りない場合は随時補充する。 

・適時、紙の交換をする。 

・交換したものは外の踊り場に出す。 

30 

分 

・片付けを行う。 

 

・静かな音楽を演奏する。 

・片付けの指示をする。 

10 

分 

・感想を発表する。 ・発表の強要はしない。 

・時間がなかった場合は行わない。 

 

（３）実践の省察 

―キーワードとしてあげた「環境設定」と「相互作用」を手がかりに― 

① 「環境設定」について 様々な刺激や知覚に囲まれた環境で、子どもが能動的に活動を選択し、

今日は絵の具を使って、この場所をきれいな色で埋めたいと思います！ 

どんな方法があるかな？ 

バケツに入ってる絵の具で何ができるかな？ 

みんなもやってみよう！ 
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意味を自分らつくり出していくために設定した、音楽や広い空間での絵の具遊びという環境は、

子どもたちの表現の活性化に効果的だったと考える。授業者としては、子どもたちが授業途中

からそれらの刺激に慣れ、彼らの集中力が途切れるのではないかという不安があった。しかし

子どもたちは、身体性や周囲の様子、絵の具の手触りや視覚的な印象、紙の肌理等、様々な知

覚からの刺激を受けて活動を進めていた。子どもの活動が環境の変化を生み、その変化により

さらに子どもの活動が変化する様相が見られた。 

 一方で、授業者が意図した環境（刺激）の変化は、表４にまとめたように、音楽の変化、色

の追加、紙の交換が挙げられる。それらの刺激は子どもの活動とうまくリンクした場合に影響

を与えた。 

表４ 授業者の刺激による子どもの活動の変化 

刺激 子どもの活動の変化 

音楽 静かな曲になるとしばらくして声が小さくなり、動きがゆったりとした。 

色 混沌とした色で埋められた紙にきれいな色を差し入れたり、混色をする際の促しや誘い

になったりした。 

紙 新しい描画方法を試す場となった。 

手・足・ローラー→刷毛・ローラー・筆→スパッタリング・ドリッピング→筆や刷毛を

使った文字や絵の表現（身体性のシンクロ率が大きいものから徐々に道具を伴うものへ） 

 

②「相互作用」について 「相互作用」については、上記の子どもの活動に現れており、造形的

な関心・意欲・態度、発想や構想の能力、創造的な技能、鑑賞の能力が楽しみを伴い、また環

境や友人と関わりあうことでなされていた。もちろんそれらの相互作用を子どもが自覚するこ

とはない。自然に、感覚的に行っている子どもが大半であろう。子どもに後から「…だったよね？」

とたずねたり確かめたりすることは難しい。そのため授業者がそのような子どもの活動の変

化・活動の意味・相互作用の推移を見つけ、拾い上げてやることが重要だと感じた。そしてそ

れらの推移のひとつとして、関心の対象の変化が活動の変化を生んでいる。時間の経過も変化

の要因になっていると考え、それらを表５にまとめた。これらの変化は活動が多くの環境との

相互作用の結果だと考えられる。 

表５ 時間経過による子どもの活動の変化 

経過時間 子どもの様子 関心の対象 

～10分 手足を使いおとなしく描く。（図１） 

～11分 筆や刷毛を使って座り込んで描く。 
活動 

～12分 足や道具を使って豪快に描く。 身体性 

～14分 埋まった紙面で滑って遊ぶ子どもが増える。 感触 

～18分 ボディーペインティングが始まる。 人 

～20分 トレー等に絵の具を入れて持ち歩く子どもが増える。 色 

～29分 新しい紙には道具で文字や線を描く。 モチーフ 

～40分 紙に描く・ボディーペインティングが半々の状態になる。（図２） 個々で選択 
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 図２ 描きだし５分後 図３ 描きだし30分後 

③ 全般的省察 子どもたちにとって本活動は、「遊ぶ」という意味合いが強かった。授業者も、

遊びの感覚で絵の具や紙、そして友人と関わってほしいと考えていた。活動において子どもた

ちは、自ら楽しみを見つけ活動していた。重要なのは、その遊び的活動の中にある子どもの発

見を教師が拾い上げることであった。しかし、今回はその余裕が全くといっていいほどなかっ

たのが反省点である。せめて１人でも子どもが自分らしい意味を発見している場をとらえるこ

とができればよかった。ただ先述したように、本活動の前は制限の強い活動を行っていたため、

今回の授業が子どもたちに受け入れられ、楽しんでもらえたことも重要であると考える。なぜ

ならば逆に、図画工作科の学習活動が子どもによっては楽しめない活動になっている可能性が

あるからである。自ら楽しむことのできない強制的になってしまった表現の“はけ口”はどこ

にいくのだろうか。 

 

（４）［幼稚園－小学校］の学校種間を接続するカリキュラムの考察 

ここでは重要な５項目の要点を挙げる。 

① 環境設定 幼稚園では健康・人間関係・環境・言葉・表現という５領域が独立することなく

総合的に関わり、教育環境を形成している。小学校においても環境を分断・制限するのではな

く、子どもが能動的に活動を選択することのできる場を設けることが重要である。 

② 造形遊び 幼稚園における教育観と近い実践原理によって実践されるのがこの領域である。

楽しく自発的な活動であるこの造形活動では、そこにその子どもらしい発見があることが望ま

しい。 

③ 相互作用 図画工作における観点別学習状況の評価の観点が、それぞれ独立することなく関

係し合っていることを教師が理解し、子どもの活動の中にその推移や移行を見つけることが重

要である。またそのような刺激や環境を設定することも重要である。 

④ 共通理解 幼稚園と小学校の教師同士が、子どもについての情報を伝え合うことが重要であ

る。この時期は子どもの心身の成長が著しいときであり、同時に教育環境が大きく変わるとき

でもある。よって両者のスムーズな連携のために、現在の子どもに対する理解だけではなく、

これまでの子どもの育ちを知ることも大切である。また授業を進めていく上で、複数人の教師

が授業に関わる場合も同様である。 

⑤ 強化 特に新しい環境に対応する時期ゆえに、子どもの姿を受け入れて強化していくことが、

子どもに自信をつけ、成長を促すことにつながる。 
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２．小学校から中学校への接続 

（１）［小学校— 中学校］の学校種間を接続する題材開発の根拠 

① 中学校美術科の学習指導要領分析 小学校の図画工作科には、全学年を通じて体全体の感覚を

働かせてさまざまな材料や場所などの環境と触れ合うなかでイメージを膨らませ、身体性や心理

を解放する造形遊びが位置付いている。それに対して中学校美術科の学習指導要領では、その造

形遊びの要素である材料や場所からはじまる表現が中心に位置してはいない。そこでは全学年を

通じて「スケッチをすること」と記されているように、表現するための基礎的技能に関する学習

や、「絵画、彫刻」「デザイン、工芸」と領域を設けることで、美術の系統的な学習として美術教

育を規定する方向性をもっている。それは中学生という発達の特性である知的欲求の高まりや描

画における写実性を求める傾向などに応えるものではあるが、図画工作科で尊重されてきた身体

性は薄い。 

 小学校図画工作科の造形遊びに近い内容としては、第１学年の「Ａ表現（２）」に、「ア 形や

色彩、材料、光などがもたらす性質や感情を理解し、機能的な生かし方を考え、美的感覚を働

かせて美しく構成したり装飾したりすること（下線部筆者）」や、「イ 用途や機能、使用する者

の気持ち、材料などから発想し構想を練り、つくり方、意図に応じた材料や用具の生かし方な

どの基礎的技能を身に付け、造形感覚を働かせ創意工夫してつくること（下線部筆者）」という

項目がある。また第２・３学年でも同様に、素材を生かすデザイン活動が示されているが、そ

れら素材の性質、感情を「機能的な生かし方」として表すことや「簡潔な構成」で表すように

するという条件が付いており、子ども主体の表現からやや機能的・社会的な表現への移行を感

じさせる。次に第１学年と第２・３学年の内容を比較すると、デザイン・工芸と鑑賞の内容が

増え、使用する者の気持ちを考える社会性や、作品を通じて日本や諸外国への関心を引き出す

文化としての美術に対する内容がより細かく含まれてくる。 

 全体を通して、中学校美術科は小学校図画工作科と比較すると、美術的な内容を学ぶ系統性

が強まり、表現のための基礎的技能の学習や、機能的・社会的な表現方法、文化としての美術

の内容を学ぶことが求められる傾向が強まることがわかる。 

② 子どもの実態 本題材の対象者は、中学校１年生の12歳から13歳の生徒である。アメリカの美

術教育者ヴィクター・ローウェンフェルドは、この年齢の特徴を「擬似写実の時期」（11〜13歳）

と分析し、正確な再現的表現を行おうとする傾向が見られる反面、自由な発想で描くことが減少

して行く時期であるという。また13歳の時期は「決定の時期」（13〜17歳）とも重なり、身の回り

のファッション・デザインなどに関心が高まる時期であるが、自分の表現技術の未熟さから悩む

ことが多いと分析している。21)第二次性徴期の真っ只中にいる中学生は心身の発達が著しく、変

化の急激な時期であるため、一人一人異なる特徴をもつ。授業対象者となるクラスの生徒達は、

先に挙げた分析の特徴に当てはまる事柄のいずれかをもつ印象があるので、生徒一人一人の様子

をとらえながら指導していきたい。また日々の授業中に見られる様子や授業感想文からは、美術

の学習活動には楽しみながら取り組む生徒が多い。また、生徒達は各自のペースで表現に取り組

むため、授業時間内に作品を完成させることが困難な生徒が多く、そのために授業時間を延長す

ることがある。以上のことを踏まえ題材設定をしていきたい。 

③ 題材設定の理由 小学校図画工作科で継続して行ってきた材料や場所などの特徴を生かした

造形活動では、造形学習の各分野を横断して、つくりだす喜びを中心に置きながら創造する能
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力を育てて来た。中学校美術科では、絵画・彫刻・工芸・デザインと分野が規定されたなかで

学習活動を行っているが、学習指導要領では分野を横断した内容を含んでいる部分もあり、実

際に各分野の要素を織りまぜながら表現する題材もある。また中学校学習指導要領の「内容 Ａ

表現（１）イ」に記されている「対象を見つめ感じ取ったよさや美しさ想像したことを基に主

題を発想し・・・（以下略）」という部分では、小学校で行ってきた材料や場所などの特徴をも

として発想する内容も含まれていると考えられる。 

以上のことから、［小学校－中学校］の学校種を接続する視点から、次の２点に着目して題材

を構想した。 

・材料の特徴をもとにして発想・想像したものをかたちに表すこと。 

・造形分野に縛られずに表現をすること。 

 

（２）題材開発と実践 

① 題材名   『音楽を聴いて目に見えないイメージをかたちにしよう』 

② 授業者   石井陽子 

③ 対象生徒  横浜市立Ｈ中学校 １年４組 36名  

④ 授業実施日 平成19年１月18日（木）２校時 第一美術室 

⑤ 題材目標 

1) 題材のねらい 課題曲（『組曲・湖水の印象・Ⅱ波紋』）を「材料」と捉え、その曲の特徴

をもとに発想を膨らませ、紙粘土で自由にかたちを表す。22)以前実践した題材では、同じ紙

粘土を用いて「夢の世界を創る」という内容で発想したが、中にはイメージが思うように膨

らまなく、苦労している様子の生徒が多かった。本題材では課題曲の特徴をもとにするので、

イメージを膨らませる練習にもなればよいと考える。 

  授業にあたっては、課題曲名を公表することは生徒の発想の妨げになると考え、最後に発

表することとする。また表し方は立体、平面のどちらでもよいこととし、抽象表現、具象表

現のどちらでもよいこととする。 

a)  課題曲の選曲理由 

・穏やかなメロディーで耳なじみがよい。作曲者が10代の頃に作曲した作品なので、生徒

も共感をもって聴くことが出来るのではないか。 

・オリジナル音源であり、世間に発表しているものではないので、先入観なく聴くことが

出来る。 

・以前、この曲を聴いたイメージを言語化、描画してもらう実践を行っている。その事例

をふまえた考察が可能だと考えた。 

b)  紙粘土を使う理由 

・前回の題材で扱った材料なので、生徒が扱いに慣れている。 

・彫刻という分野にとどまらず、平面・立体を超えた表現が可能である。 

・成型する過程で絵の具を混ぜて着色することができるし、また成型後に着彩して仕上げ

ることもできる素材なので、表現の幅が広がると思われる。 

c)  イメージを単語で表す理由 

スケッチに表すことが苦手な生徒がいることを想定した。スケッチでつまずいてしまっ
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ては、本題材のねらいから離れてしまうので、イメージをいくつか単語で書き出し言語化

してイメージを固めたのち、それに基づくかたちを表現するという手順を考えた。 

2) 評価 観点別学習状況の評価を取り入れる。 

・持ち物の準備はできたか。課題曲を聴いてイメージを膨らませようとしたか。（関心、意欲、

態度） 

・構想をもとに計画的に表現することができたか。（発想、構想、計画性） 

・自分の表したい感じを大切にして表現ができたか。（創造的技能、個性） 

・自分の作品について感想が述べられたか。友達の作品から良さや違いを見つけられたか。

（まとめ、鑑賞の能力） 

⑥ 必要な材料・用具 

（生徒）ポスターカラーセット・教科書、資料集・筆記用具 

（教師）カセットデッキ・課題曲・紙粘土・台紙・スケッチ用の紙 

    ワークシート（図４参照）・タイトルカード・記録用デジタルカメラ 

⑦ 本時の展開 

 授業展開Ⅰ 

主な活動 過程 

50分 学習活動 教師の支援 

10分 説明 

曲を聴いたイメージを紙粘土で表現する 

「目に見えないイメージをかたちにしよう」 

説明 

 

スケッチ用紙、感想記入プリントを配布 

30分 活動 

・まだ表現には取りかからず、静かに曲を聴く

・曲を聴きながらイメージを膨らませ、イメ

ージした単語を列挙、スケッチをする。 

・イメージした単語やスケッチをもとにしな

がら紙粘土を使って形付くっていく 

・着彩 完成 

机間巡視 

個別指導 

５分 片付け、作品提出 かごを用意して作品を保管、乾燥させる 

５分 まとめ、感想記入、提出  

 授業展開Ⅱ 

主な活動 過程 

30分 学習活動 教師の支援 

５分 鑑賞準備 静かに、すみやかに作品を机上に置くよう

に指導 

10分 鑑賞 

それぞれの表現を味わう 

 

机間巡視 

10分 感想記入 

作曲者のイメージと自らが感じたイメージ

の相違点を知る。 

感想記入が終わった後、曲目名を発表する。 

作曲者の曲作りでのイメージと想いを説明。 

５分 まとめ、提出 授業を振り返りながら、まとめの話をする。 
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（３）実践の省察 

① 生徒の表現の様子から 第一回目の実践は45分間であった。参加生徒数は35人。時間配分の

内訳としては、導入（説明、紙粘土、プリントの配布）15分間、表現活動25分間、片付け、感

想記入に10分間を要した。少々ざわついた雰囲気の中で一回目の課題曲を流して発想への構え

をつくり、二回目からは表現に取りかからせた。ほとんどの生徒が手を動かして何かしら表現

を始めることができた。次はそのときの生徒の様子である。 

スケッチをして始めた生徒     18名 

単語、言葉を書いて始めた生徒   ２名 

両方               ４名 

無記入              ９名 

その他未提出 

 紙粘土を使った表現は以前の題材でも経験しているので、紙粘土どうしの接着や紙粘土の着色、

成型はスムーズであった。しかし、こちらが準備した台紙への接着が悪く手間取ったようだった。

また紙粘土に予め着色する際に手が汚れてしまうので、色を変えるときに度々手を洗いにいかな

くてはならなかった。そこで時間を取られてしまう生徒が出てしまうことを予想していなかった

のは反省点である。 

 以下は、生徒の表現の傾向をカテゴリーにまとめたものである。（複数のカテゴリーが含まれる

場合は、中心となる対象でカウントした。） 

【モチーフ】 

・生き物（人、動物、恐竜のような架空の生き物）・・・・11名 

・記号的な形（音譜、しずく、きらきらを表す菱形）・・・６名 

・自然物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14名 

 （花３名、樹木６名、湖３名、風景４名） 

・抽象的形態・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２名 

【表し方】 

・平面的 18名 

・立体的 13名 

  この他に、イメージがわかず手の動かない生徒が１名、絵の具の量を多く入れすぎて紙粘土が

どろどろになってしまい表現をあきらめた生徒が１名いた。 

  出現したイメージはバリエーションに富み、ひとつの傾向に偏ることがなかった。同じ曲を聴いて

もそれぞれ違う発想をするということが、目に見えるかたちではっきりと現れた。（図２参照）イメー

ジが湧かず手が止まってしまった生徒には、「例えば、温度だと冷たい感じがする？それとも暖かい感

じ？」、「こわい感じ？やさしい感じ？」などのように発問し、イメージを広げる手がかりを見つけて

もらおうと試みたが、これも難しいようだった。この生徒は、学習後の感想に「今回の作品が出来な

かった理由は、自分的に想像する力がないのであまりいい考えが浮かばなかったので、今度からはも

う少しましにしたいです。」と書いていた。彼なりにいろいろと考えていたかも知れないが、かたちに

するまでに至らなかった。彼の今までの活動の様子や作品からは、表現技能は標準的であるが発想に

詰まることが多く、時間がかかるようであった。 

  完成に至らない生徒が多かったため、次回の授業に延長した（25分間）。しかし発想・イメージ

は、当初の授業時間内で行われていた。 
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② 生徒の感想から 以下は、生徒の授業感想の一部である。 

・「想像では描けるし作れそうだけど実際に作ってみると細かいところが難しかっ

た、でもちょっと は出来たとおもう」 

・「音楽を聴いて美術をするのは初めてで楽しかった」 

・「曲からイメージして粘土で表すのはすごく難しかったです。でもすごくたのしか

ったです！！」 

・「イメージはすぐに浮かんだけど粘土は苦手でうまくいかなかった（絵のほうがい

ーなー）」 

・「音楽を聴いて作るのが難しかった」 

感想の中で特に印象的だったのは、「難しかったけど楽しかった」という意見が多かったこと

である。ここにこの題材の醍醐味があったのではなかろうか。 

③ 題材設定の理由に照らし合わせて 本題材では「音楽」を材料に設定したが、そこには小学

校図画工作科での扱われ方の特徴である「触感」がないため、身体性の伴う造形活動にはなり

にくかった。その代わりに紙粘土がその「触感」を感じさせるものとなった。つまり本題材で

は二つの「材料」が設定されていたのである。また音楽のイメージをかたちに変換する難しさ

や、さらに粘土で表す技術的な難しさがあることについては、大人の視点では難しく考えがち

な部分を、子どもの発想の柔軟さや授業の楽しい雰囲気における遊び感覚の気軽さでカバー出

来るのではないかと期待していたが、この時期の生徒にとっては難しい内容だったのかもしれ

ない。しかし同時に、生徒にとって珍しい内容で適度に難しさを感じる内容の方が手応えを感

じ、奮起して取り組もうとする様子を、彼らの作品や授業の感想から感じることができた。 

 

（４）[小学校－中学校]の学校種を接続するカリキュラムのあり方の考察 

① 各領域の知識や基礎技能をおさえつつ、生徒が能動的な表現に臨めるような題材設定、指導、

評価を行う 

  個々で発達の違いはあるが、中学生になると知的欲求の高まりや描画での写実性への興味が高

まる。従って、小学校図画工科の子どもの発想を中心とする学びから、系統的な「型」や「技術」

を学ぶ内容が中学校美術科の学習指導要領には盛り込まれてくる。小学校図画工作科では、素材

に触れ、知覚を拡大させる目的が伴った能動的な学びが中心だったことに対し、中学校美術科で

は他の教科と同じような座学傾向にあり、受動的な学びになりやすい。評価についても学習過程

よりも作品の完成度が求められるようになる。やや強引かもしれないが、子どもの立場から見る

と、自由に取り組んできた図工から、制限や条件が加わる美術へと変化するのかもしれない。そ

こで［小学校－中学校］の接続期においては、各領域の知識や基礎技能をおさえつつ、生徒が能

動的な表現に望めるような題材設定、指導、評価を行うということが重要であると考える。絵の

具の使い方や色や形に関する知識、歴史や文化のなかでの美術作品についてなどを学びつつも、

子どもを「型」や「技術」に押さえ込むのではなく、子どもの「発想」や「感じ方」を大切にす

る。そしてそれらを技術的にも満足させることを教師側が支援し、評価も作品だけの評価ではな

く、その過程での学びや生徒個人の問題解決過程を評価することが大切なのではないかと考える。 
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② 素材から感じることを活かした学習を行う 

  中学校美術科の学習指導要領では、小学

校の造形遊びにおける材料や場所から得

た「触感」を表現することや、その中で身

体を通じて感じたことを表現することが、

分野上ではなくなる。しかし、小学校６年

間を通じて学んできたことを中学校美術

科で意識させる題材を設けてもよいので

はないかと考える。 

  材料と関わり感じたことを他者と交流し、

相互に理解することは、中学生でも大切なこ

とだろう。技術的な巧拙ではなく、自分らし

い形や色使いを自ら認識して他者にアピー

ルしたり、また他者を認めたり出来る関係が

生まれることが望ましい。しかし、自由な発

想を次第に苦手とする傾向をもつ年齢に対

し、素材を体全体の感覚で感じ、自由に表現

する行為は困難なのかもしれない。その場合

には技術面や知識面で支援できるようにし

たい。技術面から始まる表現だけではなく、

材料から始まり、後に技術でサポートする表

現があってもよいのではないかと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 A 「亥年の鳥」女子（動物、立体） B 「大波小波」男子（抽象的、平面） C 「しずく」女子（記号、立体） 

 

 

 

 

 

 

                                 図５ 生徒の表現例 

 D「不思議な世界」男子（風景、立体） E「雨の日」女子（木、平面） 

 

図４ 授業で使用したワークシート 
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３．中学校から高校への接続 

（１）[中学校－高等学校]の接続期における題材開発の根拠 

① 学習指導要領分析 高等学校芸術科・美術の学習指導要領における学年目標を分析すると、

「美術の幅広い創造活動・創造的な諸活動」や「美的体験を豊かにする」こと、「美術を愛好す

る心情」など、各学年に共通して見られるキーワードに加え、第２・３学年では「感性を高め

る」ことや「美意識を磨く」こと、また「個性豊かな美術の能力」を高めることなど発展的な

能力の育成を目標としている。同じように材料経験においては、第１学年では材料・用具の「生

かし方」を学び、学年がすすむと「美的・効果的」な表現と「材料・技法の活用」が目指され、

最終的には個性的・独創的な表現を目指すための「表現方法の選択」や「追求」という流れと

なっている。 

 本研究では、この学習の流れを達成し、基礎・基本的な技能・知識を学んだ後、最終的に生

徒が「自分にあった表現分野を選択し創意工夫する」など、自発的で自律的な態度や応用など

の高度な能力を育むための題材とはどのようなものかについて提案していきたい。 

 次に中学校美術科の学習指導要領との比較について述べる。中学校美術科の学習指導要領は、デ

ッサン等基礎的な能力の充実に比重はおいてはいるが、生徒に求める姿勢と学習の流れには高等学

校と共通するものがある。もちろん高等学校の美術では、中学校の美術科で学んだ基礎的な下地は

すでに得ているものとして、さらに発展的な目標が掲げられている。その例として、高等学校の第

１・２学年の目標に「美的体験を豊かにする」という文言がある。「美的体験をする」ならば、中学

の内容と同じであるが、「豊かにする」という文言から、高校では中学校で学んだ内容を含め、重複

した経験をさせることにより発展的な効果をねらっていることがうかがえる。 

 しかし、今回実践した高等学校の実態からわかったことは、生徒達は様々な中学校から進学

しているので、美術に関する習熟度にかなりの格差が生じていることである。このような実態

のなかで、生徒に共通課題を課し、それぞれの生徒が充実して効果をあげるためには、「美的体

験を豊かにする」ことの補充が必要であると考え、今回の題材においては「材料体験の時間」

を組み入れることにした。 

② 子どもの実態 今回授業を行うのは、公立高等学校第１学年の三部制クラスである。このク

ラスの生徒は、中学校で不登校を経験した者も多く、中学校美術科において学んだ知識・技能

に大きく差がある。そのため、共通課題では到達度の差が開き、且つ生徒自身その差を感じて

いることから、授業や表現に対する意欲や価値観が低くなりがちな傾向にある。 

 本題材では、生徒が自ら課題を決めて取り組む「選択式課題」を取り入れ、授業の導入部で

は生徒それぞれの経験の差を埋められるように、「材料体験の時間」を用意し、生徒が自分にあ

った表現方法が見つけられるように配慮する。 

③ 題材設定の理由 高等学校における芸術科は選択科目であり、そこで美術を選択した生徒に

は、中学校で学んだ経験を活かしてさらに専門性を高めることが求められる。本題材は、実施

する高等学校の生徒の実態に重きをおき、専門性を高める前段階である「興味を持ち、自主的、

継続的に表現や作品と向き合うこと」や「課題や作品に、自分なりの価値を見出し、表現しよ

うとする態度」を育てることを目標とする。 

 そのため本題材では、教師から指示する共通課題ではなく、幅広い表現分野（静物画・自由

画・石彫・木彫）から生徒自らが取り組みたい分野を決定する選択式課題とする。 
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（２）題材開発と実践 

① 題材名  選択式課題 『探そう！わたしたちの芸術表現！』 

② 授業者  内藤 真理子 

③ 対象生徒 千葉県立Ｍ高等学校１学年 三部制クラス 約６名（男子３名、女子３名） 

④ 実施日程 平成19年１月15日・16日～３月12日・13日 

（三部制クラス：全５回・10時間） 

⑤ 題材目標 および ⑥ 指導計画（全７回・計14時間） 

過程 
時 

間 
主な学習活動 ねらい 評価の方法 

 

導入 

 

 

 

 

１

時

間 

・学習内容を知る 

・参考作品を見ながら、分野

（静物画・自由画・石彫・

木彫）の説明を受け、用意

された分野の画材の使い

心地や表現方法を自由に

試してみる。 

・学習内容をよく理解し、積

極的に美術経験をし、分野

によって特徴のある表現

方法や画材のてざわりな

どを知ったり体験したり

し、表現の喜びを知ること

を目指す。 

・高校生の自覚と意欲をもっ

て課題に取り組んでいる

か。 

・作品鑑賞や課題の説明か

ら、分野別の画材のもつ表

現方法の独自性を知り、積

極的に試す事ができたか。 

 

発想 

・ 

構想 

 

 

 

１

時

間 

・導入の経験をもとに、じぶ

んが取り組む分野を決め、

分野別ワークシートに動

機やテーマ・アイディアス

ケッチや作業計画などを

書き込み、先生に一度見せ

にくる。 

・「これで表現したい！」と

いう意欲を大切にし、決め

た分野のなかで作品と向

き合い、イメージを固め継

続的に作業が続けられる

ように計画性を持たせる

ことを目指す。 

・分野を選んだ動機や、表現

したいテーマを自分なり

に考えて発想、構想するこ

とが出来たか。 

・色々な角度から考えてアイ

ディアスケッチをし、良い

構図を探っているか。 

 

展開 

 

 

 

10

時

間 

・分野別に別れ、それぞれの

計画に沿って作業を進め

る。 

・石彫、木彫の生徒は、正し

い道具の使い方を理解す

る。 

・決めた分野が肌にあわなか

った場合は、積極的に他の

分野にも関わり発想を広

げる。 

・静物画ならば、写実的な表

現を追及するか、それとも

コラージュやペインティ

ングナイフなどを使い色

や材質の楽しさを重視し

た表現をするかなど、より

自分が表現したいことを

具体的にすることを目指

し、作業を進めていく。 

・計画にそって、集中して作

業に取り組めているか。 

・作業を進めながら、さらな

る表現方法を探し、新しい

発見をしながら作品表現

を深めていくことで出来

ているか。 

仕上 

げ 

片付 

け 

 

１

時

間 

 

鑑賞 

 

１ 

時

間 

・作品の仕上げをする（石

彫・木彫の生徒はニス等で

つやよく仕上げる。 

・作品提出カードを書く。 

・使った道具をきれいにし片

付け、教室の掃除をし、発

表スペースを作る。 

・ひとりずつ前に出てきて、

作品の紹介をし、最後はみ

んなで作品を手にクラス

の仲間と交流をする。 

・最後の仕上げまで作業をや

りとおし、完成した作品へ

の達成感や愛着を持てる

ことを目指す。 

 

 

 

・自他の作品を鑑賞しあうこ

とにより、それぞれの個性

に気づき、認め合い尊重す

る心情を養う。 

・最後まで作品と向き合い完

成することが出来たか。 

・道具、画材の使い方を正し

く理解し、清掃や保管をす

ることが出来たか。 

・作品が表そうとしたこと

や、友人の作品のよさを感

じ取り、作者の表現意図を

探ろうとしているか。 
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⑦ 本時の展開（第一回：導入→発想・構想 ２時間（50分×２）） 

過程 
学習活動 

予想される生徒の反応 

時間 

(分) 
指導上の留意点 備考 

 

導入 

・先生の話を聴く 

 

 

10分 

・今回の課題の説明とねらいに

ついて、また今日の作業と時

間配分についての説明をす

る。 

・短話なので集中して聴か

せる。 

・生徒が今回の課題をイメ

ージしやすいように、簡

潔にわかりやすく説明

する。 

 

発想 

・ 

構想 

・分野別の参考作品や画材

が並べられたテーブルに

集まる。 

・先生の話を聴く。 

 

10分 

 

・静物画、自由画、石彫、木彫

の参考作品を順々に紹介し

ながら、それぞれの分野のも

つ表現方法や魅力について

紹介する 

・生徒のインスピレーショ

ンが沸きやすいように、

生徒の興味を惹きつけ、

それぞれの分野の魅力

を充分に伝える。 

 

展開 

Ⅰ 

 

・用意された画材で自由に

遊び、作品の発想を広げ

る。（鉛筆や色鉛筆・石炭

やパステル・ペン類、ア

クリル絵の具、水彩絵の

具、モダンテクニック、

石彫・木彫の素材や道具

など） 

 

40分 

 

・はじめからひとつの分野に固

定せず、幅広く様々な分野の

画材で遊んでみることをす

すめる。 

・ここでの制作は、完成度の高

いものを目指すのではなく、

素材の手触りや使い心地な

どを重視し積極的に関わる

ように指導する。 

・試し描きをする紙や絵の

具、道具や素材は充分に

用意し、生徒にいきわた

らせるように配慮する。 

・巡視しながら、偶然に生

まれた効果などを指摘

して、自己表現を支援す

る。 

 

展開 

Ⅱ 

 

・展開Ⅰの経験に基づいて、

表現したい分野を選び、

ワークシートに取り組

む。 

 

30分 

・分野を選んだ理由や、表現す

るテーマや動機を意識して、

発想を膨らませながら大ま

かな計画を立てさせる。 

・ワークシートが完成した

生徒は先生に見せ、課題

に必要な画材などがあ

ったら伝えるようにす

る。 

ま 

と 

め 

・先生の話を聴く 

・出席カードを書いて提出

する。 

 

10分 

・次回からは、分野別に別れて、

ワークシートが完成したひ

とから作業に入ることを伝

える。 

・家から画材等をもってき

て使いたい生徒は忘れ

ずに用意することを伝

える。 

 

⑧必要な材料・用具 

・キャンパスボード、水彩ボード、イラストボード、それらを用いた参考作品 

・桂木材、大理彫石、のこぎり、棒やすり、紙やすり 

・鉛筆、色鉛筆、アクリル絵の具、水彩絵の具、ペン 

・モダンテクニック用の画材（網、ブラシ、和紙、マーブリング液、ストロー、画用紙） 

・ワークシート  ・出席カード 

 

（３）授業実践の省察 

① 「静物画」選択者の指導と実例（図６参照） 図６は男子生徒Ａの制作の様子である。タイト

ルは『瓶の鉛筆デッサン』で、目標は「写実的に描くこと」と設定している。絵を描くことが
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好きで、特に静物画を好み、写実的に細かく描くことを得意としている生徒である。この課題

に取り組む前の授業では、鉛筆デッサンの専門的・技術的な授業を受けた際にやりがいを感じ

た様子で、今回の題材では瓶の透明感を表現したいという明確な目標を立てて取り組むことが

出来た。指導としては、生徒のもつ独特のデッサンの雰囲気を大切にしながらも、スキルアッ

プにつながるように、瓶の構造の見方や正確な計り方について留意した。 

②「自由画」選択者の指導と実例（図７参照） 図７は男子生徒Ｂの完成作品である。タイトル

は『時空』で、作品の解説では「時空の割れたところを再現してみた」と述べている。内向的

で物静かな生徒であり、４月のアンケートでは美術は苦手で好きではないと答えていたが、与

えられた課題では授業時間いっぱいを使って黙々と活動し、作品を完成させることが出来る。

美術が好きでないにもかかわらず、芸術科目で美術を選択する生徒は少なくない。このような

生徒にとって、この選択式の課題は負担が重くなるのではないかと心配していたが、転々と材

料の可能性を試していく中で、モダンテクニックのドリッピングが気に入ったようであった。

モダンテクニックで生まれた偶然の形から主題を発想し、実際に作品をつくり上げることが出

来た。本人が工夫した点として「バリバリ感を感じさせるところ」と述べていることからも構

想通りに表現できたことを感じさせる。 

③「石彫」・「木彫」選択者の指導と実例（図８参照） 図８は男子生徒Ｃの制作風景である。タ

イトルは『石の卵と木の？』である。この生徒も４月のアンケートでは、美術が苦手であると

答えていたが、授業で与えられた課題に対しては真面目にこつこつと励んできた。これまでの

課題では単純に淡々と仕上げる姿勢であったが、この課題では卵の均等で美しい形を求め、自

分なりのこだわりをもって制作に励んでいる様子が見られた。石材は大理彫石（Ｇロック）を

用いている。この材料は大変加工しやすい柔らかく、作業は着々と進んだが、それに比べると

木材（桂）は加工しづらく苦戦している様子が見られた。しかし、棒やすりや紙やすりを用い

て表面を滑らかに仕上げていく段階で浮かびあがる木目と手触りからは、石材よりも感動や達

成感を得られた様子であった。またアルミ針金による台座作りは、鑑賞・展示されることを生

徒に意識させるために、「安定して、かつ卵を美しく見せる台座をつくりなさい」とだけ指示し

て見守っていたのだが、試行錯誤をしながらもシンプルで機能的且つ美しい台座をつくり上げ

た。 

 

 

 

 

 

 

 図６ 男子生徒Ａ 図７ 男子生徒Ｂ 図８ 男子生徒Ｃ 

④ 題材実践を終えての省察 本題材における研究の視点は、「選択式課題に取り組むことは、生

徒が自分にあった表現方法や作品に対する価値観を見出し、表現の喜びに気づかせることに有

効であるか」である。それでは、選択式課題に取り組むことにより、生徒の制作に取り組むた

めの動機と学習意欲を高め、授業への主体的な取り組みを促すことはできたであろうか。 



 学校種間接続を意識した図画工作科・美術科カリキュラム実践研究 37 

  授業後に、今回の選択式課題についてのアンケートをとってみた。その結果は過半数以上

の生徒が「楽しめた」「達成感があった」と感じることができたと答えている。その具体的な

理由には、「やっと終わった」「うまく出来なかった」などの回答も含まれている。このこと

から、生徒たちが思い通りにいかないことを経験しながらも、選択式課題を受け入れ取り組

むことが出来た様子が伺える。 

  また、授業前に行った「美術の授業でやってみたいこと」のアンケートでは、ほとんどの生

徒が「絵を描くこと」と回答していた。この回答からは、絵を描きたいという明確な意思とい

うよりは、広い意味で「絵を描くこと」に関して興味がある、あるいは、決定的な意思ではな

く何となく浮かんだものをあげているという様子が伺えた。しかし、今回の実践後に行った「２

年生の美術の授業でやってみたいこと」のアンケートでは、絵画のみならず、彫刻や立体作品

に取り組みたい、未来をテーマにしたい、いろいろやりたい、何でもいい、選択式の課題を再

度やりたい等の回答が見られ、生徒の表現に対する意欲と表現主題に対する選択の幅が広がっ

たことが伺える。 

  本実践から見えてきたことは、選択式課題において、生徒が「選択する」という能動的な姿

勢に意識を変換し、自分にあったテーマを探しながら試行錯誤を経験し、作品をつくり上げる

ことができたということである。また、選択式課題の経験を経ることで、生徒がこれからの授

業で「やりたい」と思うことの選択肢が確実に増えたということである。この授業は生徒が第

２・３学年の美術でより専門的、技術的、個性的な表現をするための「土台」を獲得する機会

となり得たと結論付けたい。 

 

（４）[中学校－高等学校]の学校種を接続するカリキュラムのあり方の考察 

   －「選択式の課題」の成果と課題についての考察－ 

① 「選択式の課題」を充実して取り組むための体系的な指導の必要性 今回、本題材を実践して

気づいたことがある。それは「選択式の課題」に対して、生徒がより充実して取り組むために

は、中学校３年間、あるいは高等学校３年間という体系的な流れを通して技能、発想力等を身

につけていき、その集大成として「選択式の課題」に取り組むべきではないかということであ

る。つまり「選択式の課題」は、中学校、あるいは高等学校の最終学年で取り組むべき性格を

もっているということである。 

  今回の実践では、対象となった生徒の実態に重きをおいたため、高等学校の美術の目指して

いる「高い専門性・創造性・独創性」に至る前の材料体験の段階で終わってしまった感が強い。

もちろん先述したように、この経験が生徒たちにとって次学年時の美術への土台とはなり得て

いる点では成果はあった。しかし、より専門的な能力を求められる高等学校の美術として、そ

の結果となる作品の完成度を軽視してはならない。この課題を克服するために必要な要点が上

で掲げた体系的な指導である。 

② 高校生に「美術的経験を豊かにする」ことの重要性 授業の導入部では、「材料体験」という

美術的経験を充実させるための時間を組み入れた。これは先に述べたように、中学校での学び

に大きな差がある生徒の実態をふまえ、様々な材料に触れ、その魅力や可能性を試してみるこ

とを通して、自分の表現主題を探し求めるために設けた時間である。本題材では、それを選択

式課題によって活動化しているが、そこで適切な選択をするためには、生徒側に十分な美術的
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経験があってこそ可能となる。その経験が十分になければ、決定的な意思による選択ではなく、

「何となくこれをやってみよう」という曖昧な体験に終始してしまうであろう。 

  また材料体験の時間では、多くの中学校で実践されているモダンテクニック等も取り入れた。

中学校で経験した題材を再体験することによって、生徒が既習の技能などを発揮して着実に効

果をあげることが出来たと考えている。以上の点から高等学校の題材に中学校の題材を取り入

れることには意味があると考える。 

 

Ⅴ 結語 

本研究では、連携・一貫カリキュラムを考えるにあたり、「カリキュラム」という言葉のもつ形成

的側面を重視して、日々の臨床的実践の中からその可能性を見出そうとした。それはカリキュラム

開発を、学びの主人公である子ども、そして教師にゆだねることに他ならない。そしてそのために

は、教育現場における地道な実践研究の蓄積が不可欠である。カリキュラムとは、ある題材をめぐ

って、子どもと学ぶ価値を共有しながら学習活動をつくり上げていく不断の連続であると考えられ

るのである。 

今後は、さらに実践研究の蓄積を図っていき、そこから得ることのできた知見をもとに、カリキ

ュラム開発を行っていきたい。 

 

 

註 

１）例えば、「連携教育」「一貫教育」についての研究・開発が考えられる。 

２）品川区教育委員会『品川区小中一貫教育要領』講談社、2005年、pp.2～3 

３）同、p.3 

４）同、pp.18～19 

５）品川区立荏原第六中学校・同小山小学校・同第二延山小学校『小・中学校の関連に立った生活指導 自立的

な行動を育てる生活指導』東京都品川区教育委員会、1980年 

６）品川区教育委員会、前掲 

７）同、p.2 

８）東京学芸大学附属竹早小学校『ゆめの学校①・学びの場をひらく総合活動』東洋館出版社、1998年、pp.6

～7 

９）東京学芸大学附属竹早小学校・幼稚園『ゆめの学校③・子どもの願いがかなう総合活動』東洋館出版社、2000

年、pp.163～166 
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時、幼小中の連携研究を進めるにあたっては、あくまでも日々の教育実践に対する問題意識に沿った形で進め

ることができるよう、外部委嘱を受けずに取り組む方針が取られた。 
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東洋館出版社、2007年、p.125 

13）東京学芸大学附属竹早小学校『ゆめの学校②・子どもが育つ総合活動』東洋館出版社、1999年、p.132 

14）この整理は、共同研究者であり執筆者である大泉が次の論文で執筆した内容をもとにしている。 
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「子どもとつくるカリキュラム」『美術科教育学会誌 美術教育学第26号』、2005年、pp.123～124 

15）グループ・ディダクティカ『学びのためのカリキュラム論』勁草書房、2000年、pp.2～3 

16）佐藤学『カリキュラムの批評』世織書房、1996年、p.31 

17）グループ・ディダクティカ、前掲、pp.43～62 

18）伏木久始「社会科カリキュラムの開発に関する実証的研究―川口プランにおける教師の意思決定の分析を中

心に―」『東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科・博士論文』2000年、p.196 

19）同、p.201～203 

20）本稿の執筆分担は、第Ⅰ章、第Ⅱ章、第Ⅲ章、第Ⅴ章を大泉、[幼稚園－小学校]間の接続期として第Ⅳ章第

１節を山﨑、[小学校－中学校]間の接続期として第Ⅳ章第２節を石井、[中学校－高等学校]間の接続として

第Ⅳ章第３節を内藤としている。ただし本授業科目を履修した三澤直子、石賀直之（ともに教育学研究科）

も実際には共同研究に携わっている。 

21）宮脇理『美術科教育の基礎知識』建帛社、2005年、 pp.56～57 

22）この曲は、当時本学教育学研究科１年生に在籍していた高原可奈子に、授業実践のために作曲を依頼したも

のである。 
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